
平成21年度補正予算要求の示達について

歯学部長 前 田 健 康

この度、平成21年度補正予算に要求していた「研

究用光脳機能イメージングシステム」が文部科学

省により採択され、示達されました。以下に、そ

の概要について説明します。

高齢社会を迎えた日本にとって、生活の質

（QOL）の改善が急務であり、摂食・嚥下機能は

生命と生活の質（QOL）の維持に不可欠な基本行

為である。摂食・嚥下機能をはじめとする口腔機

能を正常に維持することにより、QOLの向上・

生きがいを見つけ豊かな生活を送ることができ

る。摂食・嚥下という動作は顎やノドの単純な運

動ではなく、巧妙かつ厳密な脳の制御のもとに、

口腔・咽頭・喉頭のさまざまな器官が連続的かつ

同時進行的におこる多器官協調運動である。しか

しながら、この分野の基礎・臨床研究の社会適用

性は高いものの、摂食・嚥下機構に関する研究は

医学・歯学の境界領域であるため、この分野の研

究は極めて遅れています。

新潟大学医歯学総合研究科・口腔生命科学専攻

では、摂食・嚥下機能に関する機能学的・形態学

的研究を進めるとともに、得られた研究成果の摂

食・嚥下障害患者への治療に応用している。さら

に、地場産業と共同して食品開発を行い、摂食・

嚥下障害患者食、災害食の開発を行ってきた。摂

食・嚥下機能を中心とした口腔機能の維持向上に

関連した学際的活動に対する社会的な関心が急速

に高まっている中、脳機能に着目した摂食・嚥下

機構を学際的・統合的に研究を進めるための「研

究用光脳機能イメージングシステム」を導入し、

社会的要請に的確に対応し、口腔機能の維持向上

を基点とした研究分野の飛躍的推進を図るもので

ある。

本システムは、摂食・嚥下機構を学際的・統合

的に解明するための設備である。脳機能イメージ

ング装置（近赤外光脳機能イメージング装置、脳

波計）、摂食嚥下機能解析装置（嚥下ワークステー

ション、生体電気信号記録装置）、ニューロン・グ

リア形態解析装置（デジタル透過型電子顕微鏡、

正立型・倒立型共焦点レーザー顕微鏡）、ニューロ

ン・グリア細胞機能解析装置（セルソーター）か

ら構成され、脳を基点とした咀嚼・嚥下機能をイ

メージングできるといった機能が特徴であり、こ

のことにより咀嚼・嚥下機能の学際的・統合的解

析を可能となります。これらのデータは学内

LAN で提供・共有することが可能となっていま

す。

脳血管障害などの疾患による摂食嚥下障害患者

の多くは誤嚥性肺炎で死亡することが多く、その

数は年間１万人を超え、高齢化社会の大きな問題

となっています。摂食嚥下機能を正常に維持する

ことにより、QOLの向上・生きがいを見つけ豊

かな生活を送ることができることから、摂食嚥下

機構の神経機構の解明は学術的な意義に加え社会

的貢献度は高いと考えられます。これらのシステ

ムは平成22年３月までに設置され、４月から運用

が開始されることとなっています。
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学生実習設備・機器等の整備について

歯学部長 前 田 健 康

この度、平成21年度政府

予算、平成21年度新潟大学

学長裁量経費、歯学部教育

経費等により、学生実習に

関わる設備・機器が整備さ

れました。主な内容は、E

棟４階保存・矯正実習室に

ファントム・シミュレーションシステムが設置さ

れ、E 棟５階補綴・小児実習室のタービン、エン

ジン、マネキン、実習椅子を更新しました。また、

B 棟２階組織・病理実習室では学生実習顕微鏡な

らびにデモ用顕微鏡を更新しました。さらに、大

学院GP 事業に関連して、コンテンツ作成マシン

が配備されました。E 棟４階、５階の実習室整備

に関しては既存設備の廃棄、模様替え、新規設備

の設置等、大がかりな整備となりましたが、関係

分野教員、事務職員の方々の多大なご協力によっ

て無事整備を完了することができました。ここに

厚く御礼を申し上げます。

ファントム・シミュレーションシステム（E’棟４階保存・矯正実習室）

う蝕学分野教授 興 地 隆 史

４階実習室にはこれまで

臨床シミュレーションシス

テム（クリンシム、モリタ

製作所製）が21台設置され、

学部学生（歯学科および口

腔生命福祉学科）、研修医、

あるいは大学院生を対象と

した各種実習教育に活用されていました。ところ

が歯学科学生（定員45名）全員が同時に実習を行

なうことができず、カリキュラム編成上の障害と

なっていました。そこで今般、同一仕様のシミュ

レーションシステムを29台増設するとともに、既

存設備についてもマネキン（ファントムヘッド）

を更新し、計50台の「ファントム・シミュレーショ

ンシステム」として整備しました。

本システムはシミュレーションユニットおよび

技工机で構成されており、歯の切削をはじめとす

るチェアーサイドでの治療操作の習得を主眼とし

たものですが、技工操作を伴う実習にも対応可能

です。シミュレーションユニットには診療用ユ

ニットと同様の機能・機器が装備されるとともに、

生体とほぼ同様な可動性を備えたファントムヘッ

ドが設置されており、診療室の環境を可及的に模

した形での実習が可能となっています。従って、

臨床場面を十分シミュレートした形で基礎実習を

実施できるのみならず、臨床実習や卒後研修期間

中での自己トレーニング、さらには大学院コース

ワークとして行うアドバンストな内容の実習にも

十分対応可能となっています。さらに、各ユニッ

トにはモニターが設置されており、映像を配信す

ることができます。隣接する示説室には、平成20

年度学長裁量経費の援助により、「歯科臨床シミュ

レーション教育用マルチメディアデモンストレー

ションシステム」がすでに設置され、ライブカメ
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ラ、PC、DVD、VTR 等を活用した各種デモン

ストレーション映像の作成、提供が可能となって

いますが、これらのさまざまなデジタル教材を実

習中に配信することで、臨床技能の習得をより効

果的に支援できます。

なお、４階実習室の一角にはこれまでコン

ピューター支援実習教育シミュレーションシステ

ム（SATV、モリタ製作所製）が設置され、診療

姿勢等の実習教育に活用されていましたが、これ

らは５階に移設され従前と同様に利用可能となっ

ています。

以上のように、今回の「ファントム・シミュレー

ションシステム」の整備により、チェアーサイド

で必要な臨床技能の円滑かつ効果的な習得が強力

に支援されるとともに、はじめに述べたカリキュ

ラム編成上の問題も解決されます。昨今、臨床実

習にご協力頂ける患者様が減少傾向にあることは

否めず、チェアーサイドで臨床スキルを直接習得

する機会が必ずしも十分とならないことが懸念さ

れるところですが、それを補うのみならず、より

高度な技能習得をも可能とするシミュレーション

施設として、今後の技能教育に大きく貢献するこ

とが期待されます。

基盤設備の更新（E’棟５階補綴・小児実習室）

生体歯科補綴学分野教授 魚 島 勝 美

E 棟５階の実習室は補

綴・小児実習室とされてい

たものの、４階の実習室設

備の老朽化により実質的に

使用不能であったため、こ

の数年間はすべての模型基

礎実習がここで行われてお

り、その運用には苦労していました。この度の予

算により、かなりの部分が整備されましたので、

その概要をご報告致します。

⑴ 歯学科入学定員減少に伴う実習用机の削減

従来は85台の実習用机がありましたが、現在の

歯学科入学定員45名に整合するように一部老朽化

した机を廃棄して60台としました。これにより実

習室後方のスペースが空きましたので、ここに石

膏コーナーを設けてより機能的な動線を確保しま

した。

⑵ 石膏コーナーの整備

従来は石膏コーナーが実習スペースとやや離れ

ていましたので、実習中の動線が長く、効率性に

問題がありましたが、今回の整備によってより使

いやすくなりました。

⑶ タービン、エンジン、マネキンヘッド、実習

用椅子、ライトの更新

老朽化して故障の多かった回転切削器具をすべ

て更新し、マネキンヘッドもすべて４階と同じも

のに更新しました。マネキンへの模型の装着はよ

り容易になり、口唇付きですので、患者様を意識

して形成練習を行うことができます。また、実習

用の椅子とライトも更新し、実習しやすい環境と

なりました。

⑷ シミュレーション実習室の整備

従来実習用の器具保管庫として使用していた部

分に４階のシミュレーションユニットを移設し、

独立したスキルラボとしました。４階の新しいシ
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ミュレーションユニットと共に、より臨床を意識

した実習が行えるようになっています。これに伴

い、実習用の器具保管庫は旧実習スペースの一部

に整備し、より使用しやすくなっています。

学生実習用顕微鏡等（B棟２階組織・病理実習室）

口腔解剖学分野教授 前 田 健 康

平成21年度新潟大学学長裁量経費と歯学部教育

予算の措置により、30年以上、組織学・病理学等

学生実習に供してきた学生実習用顕微鏡50台を更

新しました。今回更新した顕微鏡は、(独)カール

ツアイス社製Primo S tarです。このPrimo

 

S tarは(財)日本産業デザイン振興会が主催する

「2006年度グッドデザイン賞」（G マーク）を受賞

している最新型の学生実習用顕微鏡です。これま

で現有していなかった×100の油浸レンズが標準

装備され、また環境に優しいLED 照明が装備さ

写真奥が実習スペースとなり、その手前に石膏コーナーを配置しました。

タービン、エンジン、マネキンヘッド、椅子、ライトが新しくなりました。
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れています。また、同時にデモ用顕微鏡（Axio
 

S cope）も更新し、高精細デジタルカメラが装

着され、取り込まれた顕微鏡画像はリアルタイム

でスクリーン、モニターに描写することが可能と

なっています。これらの機器更新により、①精度

の高いレンズを備えた実習用顕微鏡を設置するこ

とにより、学生が目的とする構造をより詳細に理

解できる、②最新の人間工学に優れた実習用顕微

鏡を設置することにより、長時間に及ぶ顕微鏡観

察による学生の負担が軽減できる、③既存のハイ

ビジョンモニターと高分解能を有するデジタルカ

メラを配備した顕微鏡システムを導入することに

より、典型的な組織像を学生に供覧することが可

能となり、学生の正常また病的構造の理解が容易

となることが期待されます。

コンテンツ作成マシン

大学院GP 特任准教授 井 上 佳世子

H20年度より大学院教育

改革支援プログラム（大学

院GP）に採択された「プ

ロジェクト所属による大学

院教育の実質化」では、大

学院学生が従来の教育研究

分野ではなく、専攻推進の

３大プロジェクト研究チームに所属することによ

り、大学院修了者の質の担保を確保することを目

的の一つとしています。プロジェクト所属の複数

の指導教員による学際的教育を推進するために不

可欠な機器として、e-Learning のためのコン

テンツ作成マシン3eRec Ⅱ（木村情報技術株式

会社）が導入されました。従来、講義の様子をオ

ンデマンド学習用のコンテンツ化するには、ビデ

オカメラ撮影、煩雑な編集作業が必要であったと

思います。また、ビデオ撮影では当然ながら、ス

ライド画面がPC に比べると不鮮明でした。この

3eRecⅡでは講師のPC を液晶プロジェクタ

に接続するように、同様のケーブルでマシンへ接

続し、ソフトを起動、スタート、ストップのボタ

ンを押すだけでコンテンツ作成が可能です。鮮明

なPC デスクトップの動きと、マシンに接続され

たマイクを使用して音声も同時に取り込むことが

できます。操作の簡便さは、こちらhttp://

www.k-idea.jp/3e/rec2/の動画でご覧いた

だくことができます。今回導入された3eRec Ⅱ

はHP よりさらに改良された最新モデルで、

Web カメラやビデオカメラの映像を、スライド

と並列で取り込むことも可能です。作成された映

像はwmv（Windows Media Video）形式

のコンテンツとして保存されます。平成22年度に

開講予定の大学院基礎・臨床連続講義では、

3eRec Ⅱを用いた完全コンテンツ化を目指し、

e-Learning のコンテンツ充実化を図ります。

なお、3eRecⅡはキャスター付ラックにコンパ

クトに収納されており、移動も簡単ですので、多

くの場面で効率的なコンテンツ作成が期待できま

す。使用を希望される方は大学院教育開発セン

ター（歯学部大会議室隣）までお声かけ下さい。
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国立陽明大学歯学部(台湾)との
姉妹校締結について

顎顔面放射線学分野 林 孝 文

新潟大学歯学部は2009年

12月８日に、台湾の国立陽

明大学歯学部との間で姉妹

校締結を行ないました。国

立陽明大学は、台北市に本

部を置く台湾の国立大学

で、農村部の医療の質の向

上を目指した医科大学として1975年に設置され、

1994年には台湾教育部より医学指向の包括的な大

学として認定されました。歯学部については、1976

年に歯学系の学生募集を開始し、歯学院としては

2000年に認可され、これまでに800人以上の歯科医

師を輩出してきました。歯学院は臨床歯学研究所

と口腔生物研究所の２つより構成され、基礎科学

教育と臨床トレーニングの両輪をなしています。

新潟大学歯学部では、これまで平成20年度・平

成21年度の夏季に同大学歯学部学生を短期留学生

として受け入れてきた実績があります。このたび、

国立陽明大学歯学部より申し入れがあったため

に、お互いの学術レベルの向上や人材交流のため

に、姉妹校締結を行なうこととなりました。

陽明大学で行なわれた協定調印式には、陽明大

学からは陳宜民国際部長、李士元歯学院長、許明

倫臨床歯学研究所長、洪善鈴口腔生物研究所長ら

が、新潟大学からは山田好秋国際担当副学長、前

田健康歯学部長、林孝文副学部長、永野俊明医歯

学系事務室副課長が出席し、前田歯学部長による

講演の後に、協定調印書のサインが行なわれまし

た。またこれに先立って、陽明大学の許萬枝教務

部長との会談も行なわれました。この協定により、

日本人学生の海外留学と優秀な留学生の受け入れ

が一層活発となり、さらに学部を越えた大学間で

の交流協定に発展することが期待されます。

陽明大学歯学部にて（左より永野俊明医歯学系事務室副課長、
山田好秋国際担当副学長、前田健康歯学部長、許明倫臨床歯学
研究所長、林孝文副学部長）
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陽明大学・許萬枝教務部長と山田副学長の会談 陽明大学・陳宜民国際部長と山田副学長

陽明大学・洪善鈴口腔生物研究所長と山田副学長 陽明大学・許明倫臨床歯学研究所長と前田歯学部長

陽明大学・陳宜民国際部長と前田歯学部長 陽明大学・李士元歯学院長と前田歯学部長
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技術教育用 DVD 作成と
Webライブラリーの開設

新潟大学歯学部学務委員長 小 野 和 宏

新潟大学歯学部では、21

世紀の社会動向を見通し、

1998年度より教育改革を精

力的に推進しています。生

命科学の急速な発展によ

り、日々、新しい情報が生

まれ、その量は人間の処理

能力をはるかに超えている今日的状況の中では、

従来の知識詰め込み型教育は通用しなくなってき

ています。また、大学のユニバーサル化にともな

い、さまざまな学生が入学してくる現実を踏まえ

ると、もはや６年間の大学教育では専門性の高い

歯科医師を育てることは不可能であり、むしろ大

学教育を歯科医師としての生涯学習の最初の６年

間と位置づけ、課題探求・問題解決能力の育成を

重視し、その後に続く大学院での学習を通して専

門性を主体的に向上させうる人材を養成すべきで

あるとの基本的認識に立っています。すなわち、

大学教育では知識・技術・態度教育を密接に連関

させ、学生の知的好奇心を喚起する教育課程を構

築し、深い教養と歯科医師に求められる基礎・基

本を着実に身につけさせる一方、専門性の一層の

向上は大学院教育に委ね、課程制大学院教育の実

質化を図り、大学・大学院教育の連続性のもと、

質の高い歯科医師の育成を目指しています。なお、

新潟大学歯学部の教育実践は、文部科学省の「特

色ある大学教育支援プログラム（特色GP）」なら

びに「大学院教育改革支援プログラム（大学院

GP）」に採択されました。

このような教育改革の流れの中で、技術教育の

改善のために新たな取組を開始しました。ご存知

のように、歯学教育の特徴の一つとして、技術教

育の占める割合が高いことがあげられます。技術

は文章を読み、図を見ただけで獲得されるもので

はなく、技術の基盤となる知識を理解したうえで、

実際に見て、自分でやって、はじめて身につくも

のです。これまでは、授業の最初にデモンストレー

ションを行い、その後、模型実習や相互実習を行っ

ていましたが、多数の学生を対象としたデモンス

トレーションでは、全員に細かい作業を示すこと

は難しく、また学生にとっては、一度、見逃して

しまうと、あとで学習する機会はほとんどないの

が実状でした。さらに、患者診療に臨むにあたっ

て復習するにしても、要点をメモしたノートを頼

りに、デモンストレーションを思い出してみるの

が精一杯であったことでしょう。そこで、これま

での課題を克服するとともに、技術修得における

学生主体の学習を支援するために、各分野の教員

と協力してコンテンツの検討を進め、患者様への

説明・同意のもとに、実習・実技内容の映像とそ

の要点を解説したDVD を作成しました（写真

１、２）。2007～2008年度は大学教育、2008～2009

年度は大学院教育を中心に、以下の教材を開発し

ています。これらDVD は授業のデモンストレー

ションに活用されるとともに、歯学部ホームペー

ジ上に開設したWeb ライブラリー（写真３、４）

から、ID とパスワードを入力することによりリ

アルプレーヤー形式でストリーミングにより視聴

できるようにしています（学生・教員限定）。学生

から高い評価を得ており、引き続き2010年度も教

材の充実を図る予定です。
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●大学教育（全23巻）

「歯内療法学実習Vol.１～２」（う蝕学分野）

「レジン修復実習Vol.１～２」（う蝕学分野）

「インレー実習」（う蝕学分野）

「臨床予備実習」（う蝕学分野）

「カービング実習Vol.１～３」（摂食機能再建学分野)

「歯科矯正学基礎実習」（歯科矯正学分野）

「歯科矯正学トレース実習」（歯科矯正学分野）

「支台歯形成実習Vol.１～２」（生体歯科補綴学分野)

「全部鋳造冠用印象採得実習」（生体歯科補綴学分野)

「部分床義歯実習Vol.１～３」（摂食機能再建学分野)

「全部床義歯実習Vol.１～２」（摂食機能再建学分野)

「摂食機能療法実習Vol.１～２」

（摂食・嚥下リハビリテーション学分野)

「ドライマウス治療実習Vol.１～２」

（摂食・嚥下リハビリテーション学分野)

●大学院教育（全15巻）

「ラット骨膜採取」（歯科基礎移植・再生学分野）

「培養骨移植」（歯科基礎移植・再生学分野）

「顎裂部腸骨移植術」（顎顔面口腔外科学分野）

「歯の移植」（組織再建口腔外科学分野）

「粘膜移植」（組織再建口腔外科学分野）

「Le Fort Ⅰ型骨切り術」（組織再建口腔外科学分野）

「下顎枝矢状分割術」（組織再建口腔外科学分野）

「矯正歯科臨床ライブラリー」（歯科矯正学分野）

「口腔インプラント埋入手術」

（顎関節治療部・インプラント治療部)

「摂食・嚥下機能評価Vol.１～２」

（摂食・嚥下リハビリテーション学分野)

「下顎運動測定法」（摂食機能再建学分野）

「デンタルインプラント埋入手術」

（顎関節治療部・インプラント治療部)

「埋伏智歯抜去術」（歯科総合診療部）

「マイクロエンドドンティクス」（う蝕学分野）

写真１ DVD 教材 写真２ DVD ライブラリー

写真３ Webライブラリー（大学教育） 写真４ Webライブラリー（大学院教育）
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